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全力を出し切った校内持久走大会でした！ 地域連携を公開する研修会が行われました！

11月22日（火）、校内持久走大会が行われま 自分に自信を、学校や地域に誇りを持てるよう

した。朝もやに霞んでいた景色は、中学年のス な児童を育てる学校づくりを進めています。自分

タート時刻には、すっき に自信を、学校や地域に誇りを持つためには、地

りと晴れ渡る景色に変わ 域を知り、地域の魅力を学ぶことであると考えま

っていました。 す。児童の豊かな学びを実現するために、本校で

練習の記録を更新する は、多くの地域の皆様のご支援をいただいていま

という個人の目標ととも す。

に、昨年度以上の順位で 12月1日(木)、本校を会

走りたいという願いがどの児童の表情にも表れ 場として下都賀地区地域連

ています。敢えて苦しいことに立ち向かう姿が、 携教員46名が参加した研

見ている者に感動を届けます。 修会が行われました。この

校庭にこだまする児童の「がんばれ！」の声 日は、1･2年生の生活科「冬を楽しもう『昔遊び

援、沿道からかけられる の会』」では、コマやお手玉、あやとりなどの昔

保護者や地域の皆様の温 遊びを教えてくださるボランティアの皆様13名、

かな励ましに勇気づけら 6年生の社会科「戦争と人々の暮らし」では、戦

れ、誰一人として弱音を 争中の生活や人々の様子を

吐かずにゴールを目指す 分かりやすく教えてくださ

姿に、児童の心の成長を る田村行子様の授業を公開

感じました。 しました。参加者からは以

持久走大会実施の「予告」と「迂回の協力」 下のような感想が寄せられ

の看板を手配してくれたのはPTA会長の吉田様 ました。

です。コース内を走る一般の車両が少なかった ・児童の表情が明るく、児童とボランティアの方

のは、交通指導員の関澤 とが一緒に活動する仲間として接している姿が印

様やPTA役員の皆様のお 象的でした。

かげです。そして、大会 ・小規模校での取組が、と

当日、雨で濡れた落ち葉 ても温かいものに感じまし

がコースを遮っていまし た。地域と学校の結びつき

た。児童が、落ち葉で滑 がうまくいっていることが

って転ばないように、早朝からコースの掃き掃 分かりました。

除をする教職員の存在なしに大会はできません。 ・田部井一男様という地域

校内持久走大会は、児童の一生懸命に走る姿、 コーディネーターが協力的で、素晴らしい取組が

その姿を後押しする仲間や保護者、地域の皆様 できていると感じました。

の温かな声援にあふれ、本校の一体感を生み出 多くのボランティアの皆様のお力添えを今後も

しました。 お願いし、地域を誇れる児童を育んでいきます。



「自分のよいところ」「友達のよいところ」を 学校周辺や地域の清掃活動を行いました！

考えました！

11月下旬から、本校では、朝の活動の時間に、

本校の学校経営の基本方針の一つに、「子ども 全校児童と教職員による落ち葉掃き清掃を行って

を中核とした教育を推進する。（人権教育を基盤 います。大量の落ち葉は、学校農園の隅に集めら

に、特別支援教育の視点に立つ）」を掲げていま れ、肥料としても利用しています。おかげ様で、

す。学校の主人公は、児童です。「一人一人の児 農園の土が大変豊かになり、トマトやサツマイモ

童が、自分のことを大切にし、自分と同じよう などの農作物の収穫も順調に行うことができてい

に友達のことも大切にできる。また、すべての ます。安全見守り協力者の小森芳一様には、毎朝

児童の存在が大切であり、すべての児童に違い 校庭の掃き清掃をしていただいています。昨年度

がある。」この考えをもとにして、授業や学校行 より落ち葉清掃ボランティアの方々の協力を得

事を計画立案、実施しています。 て、学校周辺の環境を美しく保てています。

12月5日(月)～12月9 11月26日(土)、町内一

日(金)を、校内人権週間と 斉のキラリ・クリーン活動

し、「自分のよいところ」 を実施しました。自分たち

や「友達のよいところ」を の地域の奉仕活動を小学生

見つけて伝え合いました。 と中学生とが共に行うこと

さらに、4月に行った「こ を通して、社会奉仕の機会

んなクラスにしたい」宣言の後、どのようなこ とすることを目的として行っています。区長様を

とができていたかを具体的に話し合い、今後の はじめ自治会長様、地域の皆様、保護者の皆様の

頑張りを確認しました。 ご協力に改めて感謝申し上げます。

1年：「助け合い みんななかよし 1年生」

2年：「寒さに負けず 勉強や運動を友達といっ 渡良瀬遊水地学習発表会に参加しました！

しょに頑張りたい！」

3年：「仲良くするために ゆずり合うこと」 5年生は、「地球にやさしいことって」のテーマ

4年：「呼び捨てをしない。一人で遊んでいる人 で、「地域の自然や環境を知り、住みよい町にす

を見つけたらさそってあげる」 る」ために、自分たちにできる提案をする試みを

5年：「自覚と思いやりをもって活動し 下学年 しています。「のぎ水辺の楽

の手本となること」 校」の自然やホタルプロジ

6年：「責任をもってみんなの手本になる チー ェクト、春、夏、秋と現地

ム6年」 で動植物の実態を調査、渡

授業や学級での生活を共にしている友達に、 良瀬遊水地の現地調査も行

改めて日頃の思いをメッセ います。これらの学びを、

ージとして伝えました。大 12月2日（金）、渡良瀬遊

切な仲間からの言葉を手に 水地学習研究発表会におい

した児童の表情は、笑顔で て堂々と発表してきました。

あふれていました。どの児 群馬、茨城、埼玉、栃木の

童にも居場所があり、学校 各県の代表6校による発表

全体が優しい雰囲気に包まれているようでした。 です。誰一人として原稿を見ることなく、聞き手

一人ひとりが大切な存在であり、自分との違い に分かるような伝え方が印象的でした。また、一

を決して排除しない児童に育っています。 つ自信を深める経験をすることができました。


